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謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

輝
か
し
い
平
成
28
年
の
新
春
を
迎
え
、
町
民
の
皆
様
、

郷
土
出
身
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清

栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
７
月
の
町
長
選
挙
に
お
い
て
町
民
の
皆
様
方
の

信
任
を
得
、
３
期
目
の
町
政
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
町
民
各
位
を
は
じ
め
各

方
面
の
皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で

あ
り
、
こ
こ
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
ひ
と
・
し
ご
と
・
ま
ち
」
が

輝
く
地
域
づ
く
り

２
０
１
６
年　

年
頭
あ
い
さ
つ

さ
て
、
本
町
の
基
幹
作
物
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
は
、
生
産
者
と

関
係
機
関
が
収
穫
面
積
の
拡
大
に
努
め
た
こ
と
で
４
期
連
続
の
不

作
か
ら
脱
却
し
、
昨
年
12
月
よ
り
製
糖
工
場
の
操
業
を
開
始
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
畜
産
業
は
子
牛
の
取
引
価
格
が
高
値
で
推

移
し
て
お
り
、
特
産
品
加
工
セ
ン
タ
ー
「
み
の
り
館
」
で
は
、
大

手
百
貨
店
へ
の
特
産
品
納
入
が
決
ま
り
６
次
産
業
化
の
推
進
が
期

待
さ
れ
る
な
ど
、
明
る
い
兆
し
が
表
れ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
長
就
任
以
来
、
目
標
に
掲
げ
て
き
た
北
部
振
興
が

大
き
く
進
展
し
ま
す
。「
奄
美
・
琉
球
」
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
は
、

多
く
の
希
少
種
が
生
息
す
る
北
部
が
主
体
に
な
り
ま
す
。
地
方
創

生
事
業
の
導
入
に
よ
り
、
北
部
地
区
が
持
つ
豊
富
な
地
域
資
源
の

発
掘
及
び
発
揮
に
努
め
ま
す
。

一
方
、
年
内
を
目
標
と
す
る
国
立
公
園
の
新
設
が
決
ま
れ
ば
、
観

光
客
の
大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
食
事
や
景
色
、
人

的
交
流
な
ど
の
受
け
入
れ
態
勢
の
充
実
が
課
題
に
な
り
ま
す
。
集

落
を
歩
い
て
観
光
し
、
住
民
と
触
れ
合
え
る
ル
ー
ト
を
作
り
進
め
、

リ
ピ
ー
タ
ー
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

同
時
に
、
直
行
便
の
誘
致
や
航
空
運
賃
の
是
正
は
、
島
内
３
町

が
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
国
際
性
豊
か
な
人
材
の
養
成
に
向

学
塾
等
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
代
を
担
う
観
光
ガ
イ
ド
の

育
成
を
図
る
所
存
で
す
。

こ
れ
ら
の
政
策
を
実
現
し
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
町
発
展
を
推

進
で
き
る
よ
う
、
皆
様
方
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
、
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う　

衷
心
よ
り
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

町
民
の
皆
様
、
郷
土
出
身
の
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が

素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ

い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

徳之島町長

高岡　秀規
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読
み
継
が
れ
て
57
年

祝　

創
刊
５
０
０
号
!!

広
報
と
く
の
し
ま
は
昭
和
33
年
７
月
の

創
刊
以
来
、
本
号
を
も
ち
ま
し
て

５
０
０
号
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
当
誌
を

ご
愛
顧
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

住
民
の
皆
さ
ま
や
徳
之
島
を
愛
す
る
方
々
の

ご
支
援
と
ご
指
導
の
賜
物
と

心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

創
刊
か
ら
57
年
、
さ
ま
ざ
ま
な

変
貌
を
遂
げ
た
徳
之
島
町
。

町
広
報
誌
は
、

住
民
の
方
々
か
ら
の
多
く
の
ご
協
力
と

共
に
、
時
を
刻
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
変
わ
り
続
け
る
「
徳
之
島
町

の
今
」
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

昭
和
33
年
４
月
、
旧
亀
津
町
と
旧
東

天
城
村
の
合
併
に
よ
り
徳
之
島
町
が

誕
生
。
こ
の
合
併
を
受
け
、
同
年
７

月
に
「
広
報
と
く
の
し
ま
」
が
初
刊

行
さ
れ
ま
し
た
。

広
報
と
く
の
し
ま
第
１
号
は
、
秋

武
喜
祐
治
初
代
町
長
や
大
勝
官
二
初

代
議
長
の
初
刊
行
へ
の
挨
拶
や
当
初

予
算
成
立
に
つ
い
て
の
掲
載
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
戦
争
の
被
害
の

甚
大
さ
に
依
る
奄
美
住
民
の
後
進
性

を
取
り
戻
す
」
と
い
う
文
言
で
始
ま

る
秋
武
町
長
の
あ
い
さ
つ
。
昭
和
20

年
に
空
襲
が
激
化
し
、
第
二
次
世
界

大
戦
が
終
戦
。
翌
年
、
昭
和
21
年
日

広
報
と
く
の
し
ま
第
１
号

本
本
土
か
ら
行
政
分
離
し

た
の
ち
昭
和
28
年
に
日
本

復
帰
を
果
た
し
た
徳
之
島
。

永
き
に
渡
る
経
済
的
か
つ

物
理
的
な
苦
労
を
糧
に
、
合

併
に
よ
り
二
つ
の
自
治
体
が

手
を
取
り
合
い
復
興
を
果
た

し
、
町
民
の
明
る
い
未
来
を

築
き
た
い
と
い
う
町
長
の
決

意
が
表
さ
れ
ま
し
た
。

各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
は
、「
水

稲
二
期
作
栽
培
に
つ
い
て
の
注
意
」
を

掲
載
。
肥
料
配
分
や
栽
培
方
法
、
出
荷

方
法
に
つ
い
て
事
細
か
に
助
言
。
い
ま

で
は
あ
ま
り
見
か
け
な
く
な
っ
た
稲
作

が
、
当
時
の
生
活
の
大
き
な
基
盤
で

あ
っ
た
様
子
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

過
去
の
広
報
誌
は
当
時
の
生
活
様
式

や
人
々
の
考
え
を
知
る
た
め
の
貴
重
な

資
料
。
私
た
ち
の
子
孫
へ
末
永
く
引
き

継
い
で
い
け
る
よ
う
に
、
町
で
大
切
に

保
存
し
管
理
し
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
誌
を
読
ん
で
団
ら
ん
す
る

福
井
和
宏
さ
ん
弘
子
さ
ん
ご
夫

婦
と
三
人
の
お
孫
さ
ん



– 4 –広報とくのしま 2016 年 1月号

「
広
報
と
く
の
し
ま
」
の
変
遷

現
在
の
「
広
報
と
く
の
し
ま
」

昭
和
43
年
５
月
号

広
報
と
く
の
し
ま
53
号

昭
和
56
年
１
月
号

広
報
と
く
の
し
ま

134
号

初
め
て
の
写
真
掲
載

初
の
カ
ラ
ー
表
紙
写
真

昭
和
56
年
１
月
号
で
、
初
の
カ
ラ
ー

表
紙
が
登
用
さ
れ
、
正
月
号
を
華
や

か
に
彩
り
ま
し
た
。
当
時
は
ま
だ
高

価
だ
っ
た
カ
ラ
ー
印
刷
。
し
ば
ら
く

の
間
、
一
年
に
一
度
の
正
月
号
の
表

紙
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
54
年
か
ら
掲
載
が
始
ま
っ
た
出

生
・
婚
姻
・
お
く
や
み
な
ど
戸
籍
の

届
出
欄
は
、
町
民
の
冠
婚
葬
祭
に
役

立
て
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
も
、「
戸
籍

の
窓
」
と
し
て
連
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
43
年
５
月
号
で
、
初
め
て
の

写
真
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
広
い
牧

草
地
に
放
牧
さ
れ
た
肉
用
牛
の
の
び

の
び
と
過
ご
す
姿
に
、
掲
載
文
章
の

内
容
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
な
り
ま

し
た
。

同
号
を
機
に
、
行
事
紹
介
や
お
知

ら
せ
へ
写
真
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
よ
り
身
近
な
広
報
誌
へ
と
変

化
し
ま
し
た
。

毎
月
表
紙
を
飾
る
見
事
な
「

と
く

の
し
ま
」
の
文
字
。
町
内
の
習
字
教

室
に
通
う
子
ど
も
た
ち
の
作
品
で
す

表
紙
や
記
事
を
飾
る
の
は
皆
さ
ん
の

笑
顔
。
こ
れ
か
ら
も
、
素
敵
な
笑
顔
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

広
報
と
く
の
し
ま
で
は
、
行
政
情
報
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
町
の
良
さ
を
見
つ
け

発
信
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
「
宝
物
」。

島
の
自
然
や
生
き
物
、
集
落
の
取
り
組
み
や
町
の
様
子
、
住
民
が
奮
闘
し
活
躍
す

る
姿
や
人
の
笑
顔
な
ど
。
町
に
あ
ふ
れ
る
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
町
民
の
皆
さ
ま
が
誇
り
に
思
う
町
の
魅
力
を
広
報
紙
で
取
り
上
げ
て
参
り
ま

す
。
皆
さ
ま
の
温
か
い
心
と
笑
顔
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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町
広
報
係
で
は
、
町
政
情
報
を
幅
広

い
年
代
の
方
が
随
時
ご
覧
に
な
れ
る
よ

う
に
、
広
報
誌
以
外
の
媒
体
で
情
報
発

信
を
し
て
い
ま
す
。

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
各
課
か

ら
の
お
知
ら
せ
等
を
出
来
る
限
り
事
細

か
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
は
、
身
近
な
内
容
か
ら
災
害
時
な
ど

の
緊
急
情
報
ま
で
迅
速
に
配
信
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
ス
ピ
ー
ド
を
上

げ
変
化
す
る
情
報
化
社
会
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

もっと活用！町政情報 新たに始まった掲載
■世界自然遺産登録への歩み

世界自然遺産登録へ向け、 世界に誇る自

然をもつ徳之島。 この大切な宝を守るた

めに必要な情報を周知しています。

■紹介します　役場の仕事

各課の事業や仕事内容をより広く知っても

らうために今月号よりスタート。

■まちのきまいたりちゅ

集落の特色や集落独自の取組みを紹介。

■町のきばいむん

さまざまな分野で活躍している町内の”

きばいむん” を紹介。

■わっきゃまちのきまいたりっちゅ

町内の元気な高齢者に、 元気の秘訣をお

聞きしています。

■ふくらしゃ　わきゃ○○学校

町内小中学校 12 校の学校紹介。 平成 27

年度は郷土愛を育むために、 ｢ 校章」 ｢ 校

歌」 の持つ意味について調べています。

平
成
11
年
６
月
号

広
報
と
く
の
し
ま

304
号

平
成
19
年
５
月
号

広
報
と
く
の
し
ま

397
号

カ
ラ
ー
表
紙
の
常
用
化
へ

議
会
だ
よ
り
と
一
体
化

平
成
11
年
カ
ラ
ー
表
紙
が
常
用
化

さ
れ
、
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
に
一
新
さ

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
住
民
の
活
躍
を
大
き
く
取

り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

「
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
」
開
催
時
は
盛

大
な
写
真
特
集
が
組
ま
れ
、「
町
民
体

育
祭
」
で
は
写
真
と
共
に
詳
細
な
大

会
結
果
を
掲
載
。
お
知
ら
せ
や
行
事
、

町
政
情
報
な
ど
ペ
ー
ジ
ご
と
に
分
か

れ
た
読
み
や
す
い
構
成
が
取
り
入
れ

ら
れ
ま
し
た
。

平
成
19
年
５
月
号
か
ら
、
議
会
だ

よ
り
と
の
合
併
号
の
発
行
が
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
議
会
だ
よ
り
を

多
く
の
人
に
読
ん
で
も
ら
う
た
め
に

始
ま
っ
た
も
の
。
現
在
は
町
広
報
誌

と
町
議
会
だ
よ
り
の
一
本
化
で
、
よ

り
便
利
に
皆
さ
ま
に
町
政
情
報
を
お

届
け
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
撮
影
機
材
等
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
よ
り
、
沢
山
の
画
像
掲
載
が
可

能
に
。
多
く
の
読
者
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
す
。
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町
企
画
課
で
は
、「
企
画
開
発
」、「
自
然
保
護
」、「
広
報
統
計
」
の
３
大
柱
を
中
心
に
、
活

力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
政
府
が
推
進
し
て
い
る
「
地
方
創
生
」

の
理
念
の
も
と
、
離
島
と
い
う
ハ
ン
デ
を
乗
り
越
え
る
べ
く
町
民
が
暮
ら
し
や
す
い
町
政
の
企

画
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
、
自
然
保
護
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

統
計
や
広
報
に
よ
り
、
町
の
現
状
や
町
政
に
つ
い
て
、
情
報
の
収
集
や
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

紹介します !

企画課

役場 の仕事

【
企
画
開
発
】

・
地
方
創
生

町
の
現
状
や
人
口
の
動
向

を
分
析
し
た
「
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
踏
ま
え
、
施
策
の
方

向
性
を
定
め
た
「
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
、
雇
用
の
創
出
や
、

町
へ
の
新
し
い
人
の
流
れ
づ

く
り
、
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
支
援
、
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。
平
成
27
年
度

は
、
先
行
型
事
業
と
し
て
、

地
域
資
源
の
活
用
、
出
産
支

援
券
の
支
給
、
児
童
生
徒
の

学
士
村
塾
の
平
日
実
施
、
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
合
宿
誘
致
。

ま
た
消
費
喚
起
・
生
活
支
援

型
事
業
と
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム

【
自
然
保
護
】

・
世
界
自
然
遺
産
登
録

国
立
公
園
へ
の
指
定
作
業

を
国
や
県
な
ど
と
連
携
し
て

進
め
て
い
ま
す
。

・
希
少
野
生
動
植
物

啓
発
活
動
に
加
え
島
内
巡

回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。

・
自
然
公
園
の
保
全
・

景
観

現
在
は
、
地
域
性
を
反
映

し
た
景
観
行
政
を
進
め
て
お

り
今
後
も
、
島
の
豊
か
な
自

然
と
文
化
を
保
全
す
る
こ
と

で
、
地
域
振
興
に
つ
な
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
広
報
統
計
】

・
統
計

推
計
人
口
、
各
種
セ
ン
サ
ス
、

国
勢
調
査
等
の
実
施
と
統
計

・
広
報

広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
り
、
町
政

情
報
の
周
知
に
努
め
て
い
ま

す
。

商
品
券
・
子
育
て
世
帯
へ
の

商
品
券
の
発
行
等
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

《
そ
の
他
の
業
務
》

○
男
女
共
同
参
画

○
消
費
者
行
政

○
パ
ス
ポ
ー
ト
発
行

○
国
際
交
流

○
公
共
交
通

○
企
業
誘
致

○
地
球
温
暖
化
対
策

○
土
地
利
用
規
制

・
奄
美
群
島
振
興
開
発

特
別
措
置
法

奄
美
群
島
の
振
興
開
発
、
自

立
的
発
展
、
住
民
の
生
活
の
安

定
と
福
祉
の
向
上
、
定
住
の
促

進
を
目
的
と
し
た
法
律
で
す
。

こ
の
法
律
を
前
提
と
し
て
、
群

島
で
は
税
制
の
優
遇
措
置
等
が

取
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
道
路
・

港
湾
・
空
港
等
の
整
備
と
い
っ

た
ハ
ー
ド
事
業
、
群
島
の
地
理

子ども商品券

金見の定住促進住宅

オナガエビネ

的
・
自
然
的
な
特
性
を
生
か
し

た
農
業
・
観
光
等
の
ソ
フ
ト
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
事

業
の
一
例
と
し
て
、
平
成
26
年

度
よ
り
航
路
運
賃
・
航
空
運
賃

（
離
島
割
引
）
の
軽
減
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

・
定
住
促
進

町
を
離
れ
た
出
身
者
の
U

タ
ー
ン
や
、
島
外
か
ら
徳
之
島

へ
移
住
す
る
I
タ
ー
ン
者
の
定

住
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

島
で
暮
ら
す
た
め
の
情
報
発
信

や
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
住
む
場

所
と
し
て
、
町
内
の
空
き
家
の

利
活
用
を
進
め
て
い
ま
す
。

整備されたハウス
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町
建
設
課　

都
市
計
画
係

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
５
２
）

徳
之
島
町
で
は
、
高
齢
者
等

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
実

現
す
る
た
め
に
、
植
物
工
場
を

整
備
し
、
併
せ
て
シ
ル
バ
ー
ハ

ウ
ジ
ン
グ
を
計
画
・
整
備
し
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
等
が
「
職
」

と
「
住
」
が
近
接
し
た
環
境
で
、

自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
総
合
的
な
福
祉
モ
デ
ル

地
区
を
形
成
す
る
た
め
、
平
成

27
年
度
か
ら
、「
住
」
を
担
う
亀

津
地
区
の
白
久
団
地
建
替
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
は
、
１
棟
２
戸
の

一
般
向
け
住
宅
が
完
成
し
ま
す

の
で
、
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

1/10
～

2/14
ま
で
の

行
事
予
定

■
１
月
17
日

親
子
体
験
教
室

「
ソ
ー
ラ
ー
バ
ッ
タ
を
作
ろ
う
」

（
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

■
１
月
24
日　

公
民
館
講
座
学
習
フ
ェ
ア

（
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

展
示　

９
時
～
17
時

舞
台
発
表　

13
時
～
17
時

■
１
月
30
日　

13
時
30
分
～

ば
れ
い
し
ょ
出
発
式

（
伊
仙
町
義
名
山
体
育
館
）

■
１
月
31
日　

10
時
～

春
ら
ん
ま
ん
桜
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
町
健
康
の
森
運
動
公
園
）

■
２
月
14
日

島
口
・
島
唄
の
祭
典

（
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

※
日
程
等
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
関
係
機

関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

イベント

町
営
住
宅
が
新
た
に
建
設
さ
れ
ま
す

平
成
27
年
度　

白
久
団
地
１
号
棟
入
居
者
募
集

住宅

下水道

町
建
設
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

公
共
下
水
道
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

建
設
課
で
は
、
公
共
下
水
道
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
浄

化
セ
ン
タ
ー
の
見
学
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
に
関
す
る
知
識
と
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
御
検

討
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
亀
津
地
区
の
一
部
に
お
い
て
は
、
す
で
に
公
共
下
水
道

の
供
用
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
と
、
ブ
ロ
ワ
ー
の
不
調
な
ど
に
よ
り

発
生
す
る
浄
化
槽
や
側
溝
か
ら
の

臭
い
も
無
く
な
り
、
生
活
環
境
の

改
善
が
期
待
で
き
ま
す
。

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
見
学
や
公
共

下
水
道
へ
の
接
続
に
関
す
る
御
質

問
等
は
、
町
建
設
課
都
市
計
画
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
募
集
団
地
…
亀
津
字
白
久

５
３
０
８
番
地
白
久
団
地
１

号
棟

②
募
集
…
戸
数
２
戸

③
募
集
期
間
…
平
成
28
年
１
月

15
日
（
金
）
～
平
成
28
年
３

月
７
日
（
月
）

④
募
集
場
所
…
町
役
場
建
設
課

（
申
込
用
紙
配
布
）

⑤
住
宅
概
要
…
木
造
平
屋
建
て

１
棟
２
戸
、
間
取
り
３
Ｄ
Ｋ

（
床
面
積
：
75
・
84
㎡
）

⑥
家
賃
…
２
７
，
０
０
０
円
～

４
０
，
２
０
０
円
（
収
入
に

よ
り
設
定
）

⑦
対
象
者
…
一
般
子
育
て
世
帯

（
単
身
者
は
除
く
）

⑧
特
別
条
件
…
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ

ジ
ン
グ
併
設
の
た
め
、
緊
急

時
見
守
り
協
力
が
で
き
る
こ

と
⑨
選
考
方
法
…
収
入
基
準
等
の

入
居
資
格
審
査
の
上
、
公
開

抽
選
に
よ
り
決
定

⑩
入
居
開
始
…
平
成
28
年
４
月

１
日
（
予
定
）

町
建
設
課　

建
築
・
住
宅
係

〒
８
９
１
―
７
１
０
１　

鹿
児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町
亀
津
７
２
０
３

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
５
３
）　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
82
―
１
１
０
１

問

問

窓口

転
入
転
出
時
な
ど
の
忙
し
い
時
期
の
た
め
に

窓
口
サ
ー
ビ
ス
時
間
延
長
の
お
知
ら
せ

徳
之
島
町
役
場
で
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等
を
図
る
た
め
、

次
の
期
間
窓
口
サ
ー
ビ
ス
時
間
を
延
長
し
ま
す
。（
延
長
時
間
は
、
転

入
転
出
時
の
手
続
き
や
各
種
証
明
書
発
行
が
主
な
業
務
と
な
り
ま
す
。

対
応
で
き
な
い
業
務
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

■
期
間　

平
成
28
年
３
月
22
日
～
４
月
15
日
（
土
日
を
除
く
）

■
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

■
実
施
課　

住
民
生
活
課
・
介
護
福
祉
課
・
健
康
増
進
課
・
会
計
課

　
　

・
収
納
対
策
課
・
税
務
課
・
水
道
課
・
建
設
課
・
花
徳
支
所

町
総
務
課

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

問
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≪各集落町県民税申告相談日時≫
集落名 日　時 時　間 会　場
手　々 2 月 1 日（月） 9：30 ～ 10：30 手々福祉会館
金　見 2 月 1 日（月） 10：50 ～ 12：00 金見公民館
山　里 2 月 1 日（月） 13：30 ～ 14：00 山里公民館
内千川

2 月 1 日（月） 14：20 ～ 15：30 山公民館
港　川
轟　木 2 月 2 日（火） 9：30 ～ 10：30 轟木公民館
　畦　 2 月 2 日（火） 11：00 ～ 12：00 畦公民館
上花徳 2 月 2 日（火） 13：30 ～ 15：00 上花徳研修館
新　村 2 月 3 日（水） 9：30 ～ 10：30 新村公民館
前　川 2 月 3 日（水） 11：00 ～ 12：00 前川生活館
花時名 2 月 3 日（水） 13：30 ～ 15：00 花時名公民館
大　当 2 月 4 日（木） 9：30 ～ 10：30 大当公民館
反　川 2 月 4 日（木） 11：00 ～ 12：00 反川公民館
池　間 2 月 4 日（木） 13：30 ～ 15：00 うどぅいし浜いこいの家
井之川 2 月 5 日（金） 9：00 ～ 10：30 井之川公民館
神之嶺 2 月 5 日（金） 11：00 ～ 11：30 神之嶺公民館
旭ヶ丘 2 月 5 日（金） 13：30 ～ 14：30 旭ヶ丘公民館
下久志 2 月 5 日（金） 15：00 ～ 16：00 下久志青少年会館
諸　田 2 月 8 日（月） 9：30 ～ 11：00 諸田公民館
徳和瀬 2 月 8 日（月） 13：30 ～ 15：00 老人憩いの家
亀　徳 2 月 9 日（火） 9：30 ～ 11：00 亀徳地区振興センター
東　区 2 月 9 日（火） 13：30 ～ 15：00 東区公民館
北　区 2 月 10 日（水） 9：30 ～ 11：00 北区公民館
南　区 2 月 10 日（水） 13：30 ～ 15：00 南区会館
南　原 2 月 10 日（水） 15：30 ～ 16：00 南原集会場
中　区 2 月 12 日（金） 9：30 ～ 11：00 中区公民館
尾　母 2 月 12 日（金） 13：30 ～ 14：30 尾母公民館
大原 1 2 月 12 日（金） 15：00 ～ 15：30 大原 1 団地集会場

大原 2・白井 2 月 12 日（金） 16：00 ～ 16：30 大原 2 団地集会場

税務課からの

お知らせ
平成28年度

町県民税申告受付

町県民税の申告に
ついて
平成 28 年 2 月 1 日
～平成 28 年 3 月 15 日
※土曜日・日曜日・祝日除く

町 県 民 税 の 申 告 は、
町県民税や国民健康保
険税の課税資料の基と
なるとともに、税金の
証明書の発行や、各種
手当ての受給者資格の
判定や支給額の算定等
をするための資料にな
ります。

【お問い合わせ先】

徳之島町役場　税務課

☎ 82―1111

( 内線 142）

●申告が必要な人
１月１日現在で徳之島町に住所があり、前年中に所得がある人は、申告の必要があります。
①営業、農業、保険外交員等の事業所得がある人
②地代、家賃等の不動産所得がある人
③給与所得者で、勤務先から町へ給与支払報告書が提出されない人
④生命保険契約等に基づく個人年金等の雑所得がある人
⑤生命保険等の満期金等の一時所得がある人
⑥国民健康保険に加入している人や、所得に関する証明書を必要とする人
⑦公的年金のみの人で、人的控除（配偶者控除・扶養控除等）や社会保険料控除等（生命保険料控除・

医療費控除等）内容に変更がある人で、所得税の確定申告をされない人
⑧収入がなく、同一世帯の家族の控除対象になっていない人
⑨給与所得者で、給与以外の所得が２０万円以下の人は、所得税の確定申告は不要ですが、町県民税の

申告は必要です。

●申告をしなくてよい人
①所得税の確定申告をした人
②給与所得のみで、勤務先から給与支払報告書が提出されている人
③公的年金のみの人（ただし、医療費・生命保険料控除等の所得控除を受ける場合は申告が必要です。）
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●申告に必要なもの
①印鑑
②給与・年金等の源泉徴収票（原本）
③事業所得者（農業・営業等）および不動産所得者は、収支に関する書類（収支内訳書・帳簿・領収書等）
④各種保険料の支払証明書（生命保険・個人年金・地震保険・国民年金等）
⑤医療費を支払った人は、病院等の領収書
⑥寄附金を支払った人は、地方公共団体等の受領証
⑦障がい者控除を受けようとする人は、障がい者手帳等
⑧学生の人は、学生証等

●平成 27 年分確定申告のお知らせ
申告期間は、2 月 15 日（月）から 3 月 15 日（火）の平日です。

※税務署から申告書類が届いている方は、確定申告相談会場にて相談受付を行ってください。
≪確定申告相談（大島税務署）≫

確定申告相談は『天城町役場 4 階ユイの里ホール』で下記の日程で行います。

月　日 2 月 29 日（月） 3 月 1 日（火） 3 月 2 日（水）

受 付 時 間 午後 2 時～午後 4 時 午前 9 時～午後 4 時 午前 9 時～正午まで

・青色で申告される方
・譲渡所得（土地・建物・株式等の売買）があった方
・先物取引による収入があった方
・雑損控除の適用を受ける方
・繰越控除（純損失・雑損失）の適用を受ける方
・贈与税、消費税の申告の方
・太陽光発電売電収入の申告の方
※申告の種類によっては役場で対応できないものもありますので不安な方は、ぜひ申告相談日をご利用
ください。

次のいずれかに該当する方については、確定申告相談日に『天城町ユイの里ホール』
へおこしください。税務署職員によりスムーズに申告ができます。

子ども

ご
存
知
で
す
か
？

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当

父
母
が
離
婚
す
る
な
ど
し
て
父
又
は
母
の
一
方
か

ら
し
か
養
育
を
受
け
ら
れ
な
い
一
人
親
家
庭
な
ど
の

児
童
の
た
め
の
手
当
。
一
人
親
家
庭
以
外
で
も
父
、

母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
。
父
母
に

重
度
の
障
害
が
あ
る
方
等
も
手
当
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

精
神
又
は
身
体
に
障
害
を
有
す
る
20
歳
未
満
の
児

童
の
保
護
者
に
支
給
さ
れ
る
手
当

■
児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す

こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金
（
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
、

老
齢
年
金
、
労
災
年
金
）
な
ど
を
受
給
す
る
方
は
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成

26
年
12
月
以
降
は
年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当
額
よ
り

低
い
方
は
、
そ
の
差
額
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
下
記
お
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

右
記
に
あ
た
る
場
合
で
も
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
介
護
福
祉
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
・

相
談
下
さ
い
。

町
介
護
福
祉
課

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
）

問



– 10 –広報とくのしま 2016 年 1月号

■
物
品

①
入
札
参
加
資
格
申
請
書 

②
営
業
概
要
書
③
商
業
登
記

簿
謄
本
又
は
身
分
証
明
書
の
写
し
④
使
用
印
鑑
届 

⑤
納

税
証
明
書
（
法
人
・
登
記
簿
謄
本
に
記
載
さ
れ
て
い
る

役
員
）
⑥
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
完
納
証
明
書 (

税

務
署
発
行
分
）
⑦
水
道
料
金
納
入
証
明
書
（
会
社
分
・

登
記
簿
謄
本
に
記
載
さ
れ
て
い
る
役
員
）
⑧
町
営
住
宅

使
用
料
納
入
証
明
書
（
登
記
簿
謄
本
に
記
載
さ
れ
て
い

る
役
員
が
入
居
し
て
い
る
場
合
）
⑨
土
地
改
良
事
業
分

担
金
（
負
担
金
）
納
入
証
明
書(

耕
地
課
）
⑩
特
別
徴

収
実
施
確
認
依
頼
書
兼
開
始
誓
約
書
（
税
務
課
）
※
③

⑤
⑦
⑧
⑨
⑩
は
徳
之
島
町
内
業
者
の
み
添
付

【
留
意
事
項
】

◇
登
録
・
受
付
の
確
認
に
つ
い
て
必
要
な
場
合
は
、
返
信

用
封
筒
又
は
ハ
ガ
キ
（
切
手
貼
付
）
を
同
封
し
て
下
さ

い
。

◇
申
請
書
及
び
添
付
書
類
等
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
は
、

入
札
参
加
資
格
申
請
書
は
受
理
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
提

出
の
際
は
十
分
ご
確
認
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
平
成
28
年
度
内
に
建
設
業
許
可
の
期
限
が
切
れ
る
場
合

は
、
速
や
か
に
新
許
可
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
島
外
業
者
は
２
年
毎
、
島
内
業
者
は
毎
年
の
更
新
と
な

り
ま
す
。

◇
証
明
を
必
要
と
す
る
も
の
は
、
写
し
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。

◇
入
札
参
加
資
格
申
請
の
記
載
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
場

合
は
、
変
更
届
け
の
提
出
が
必
要
で
す
。
早
め
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

徳
之
島
町
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、
測
量
、
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、
物
品
等
の
一
般
（
指
名
）
競
争

入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記
要
領
に
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
受
付
期
間
：
平
成
28
年
１
月
５
日
～
平
成
28
年
３
月

31
日
ま
で
（
土
、
日
、
祝
祭
日
は
除
く
）

（
郵
送
に
よ
る
提
出
の
場
合
は
、
平
成
28
年
３
月
31
日
当

日
の
消
印
ま
で
有
効
と
し
ま
す
。）

２
．
受
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１
―
７
１
９
２

鹿
児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町
亀
津
７
２
０
３
番
地

徳
之
島
町
役
場　

建
設
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
６
２
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
82
―
１
１
０
１

３
．
提
出
方
法
：
Ａ
４
フ
ァ
イ
ル
に
綴
り
、
表
紙
及
び
背

表
紙
に
申
請
書
、
年
度
、
商
号
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

４
．
提
出
書
類
・
様
式
等
：
国
土
交
通
省
統
一
様
式
ま
た

は
鹿
児
島
県
の
様
式
を
準
用

■
建
設
工
事

①
建
設
工
事
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
②
建
設
業
許

可
書
写
し
③
商
業
登
記
簿
謄
本
又
は
身
分
証
明
書
の
写

し
④
経
営
事
項
審
査
申
請
書
写
し
⑤
経
営
事
項
審
査
結

果
表
写
し
（
県
知
事
許
可
分
）
⑥
直
前
２
年
の
各
事
業

年
度
に
お
け
る
工
事
施
工
金
額
⑦
納
税
証
明
書
（
法
人
・

登
記
簿
謄
本
に
記
載
さ
れ
て
い
る
役
員
）
⑧
労
働
保
険

（
労
災
保
険
）
料
納
入
通
知
書
写
し
⑨
雇
用
保
険
料
納
入

通
知
書
写
し
⑩
建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
の
加
入
・
履

行
証
明
書
⑪
工
事
経
歴
書
⑫
職
員
数
⑬
技
術
職
員
名
簿

⑭
技
術
職
員
以
外
の
名
簿
⑮
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

完
納
証
明
書
（
税
務
署
発
行
分
消
費
税
課
税
業
者
の
み

提
出
）
⑯
水
道
料
金
納
入
証
明
書
（
会
社
分
・
登
記
簿

謄
本
に
記
載
さ
れ
て
い
る
役
員
）
⑰
町
営
住
宅
使
用
料

納
入
証
明
書
（
登
記
簿
謄
本
に
記
載
さ
れ
て
い
る
役
員

が
入
居
し
て
い
る
場
合
）
⑱
土
地
改
良
事
業
分
担
金
（
負

担
金
）
納
入
証
明
書
（
耕
地
課
）
⑲
特
別
徴
収
実
施
確

認
依
頼
書
兼
開
始
誓
約
書
（
税
務
課
）
※
③
⑦
⑯
⑰
⑱

⑲
は
徳
之
島
町
内
業
者
の
み
添
付

■
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

①
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
②
営
業
所
一
覧
表
③
登

録
証
明
書
④
商
業
登
記
簿
謄
本
又
は
身
分
証
明
書
の
写

し
⑤
技
術
者
経
歴
書
⑥
測
量
等
実
績
調
書
⑦
財
務
諸
表

⑧
納
税
証
明
書
（
法
人
・
登
記
簿
謄
本
に
記
載
さ
れ
て

い
る
役
員
）
⑨
労
働
保
険
（
労
災
保
険
）
料
納
入
通
知

書
写
し
⑩
雇
用
保
険
料
納
入
通
知
書
写
し
⑪
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
完
納
証
明
書
（
税
務
署
発
行
分
消
費
税

課
税
業
者
の
み
提
出
）
⑫
水
道
料
金
納
入
証
明
書
（
会

社
分
・
登
記
簿
謄
本
に
記
載
さ
れ
て
い
る
役
員
）
⑬
町

営
住
宅
使
用
料
納
入
証
明
書
（
登
記
簿
謄
本
に
記
載
さ

れ
て
い
る
役
員
が
入
居
し
て
い
る
場
合
）
⑭
土
地
改
良

事
業
分
担
金
（
負
担
金
）
納
入
証
明
書
（
耕
地
課
）
⑮

特
別
徴
収
実
施
確
認
依
頼
書
兼
開
始
誓
約
書
（
税
務
課
）

※
④
⑧
⑫
⑬
⑭
⑮
は
徳
之
島
町
内
業
者
の
み
添
付

建設
工事

要
領
を
ご
確
認
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い

平
成
28
年
度
建
設
工
事
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
の
受
付

町
建
設
課

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
６
２
）

問
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議会

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

住
民
説
明
会
の
お
知
ら
せ

徳
之
島
町
議
会
基
本
条
例
（
案
）
に
係
る
住
民
説
明
会
を
次
の
日
程

で
開
催
い
た
し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
開
か
れ
た
、
よ
り
良
い
町
議

会
に
す
る
た
め
の
条
例
で
す
。
是
非
皆
さ
ん
の
議
会
基
本
条
例
（
案
）

に
対
す
る
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
お
近
く
の
会
場
へ
の
参
加

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年
１
月
28
日
（
木
）
19
時
～　

花
徳
前
川
生
活
館

29
日
（
金
）
19
時
～　

井
之
川
公
民
館

30
日
（
土
）
19
時
～　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

２
Ｆ
ホ
ー
ル

な
お
、
２
月
１
日
以
降
約
２
週
間
の
期
間
を
設
け
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
（
一
般
意
見
公
募
）
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
は
、
次
号
の
広
報
紙
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

公売

差
押
え
た
財
産
を
公
売
し
ま
す

３
町
合
同
公
売
会
の
お
知
ら
せ

徳
之
島
町
・
伊
仙
町
・
天
城
町
が
町
税
の
滞
納
処
分
で
差
押
え
た
動

産
を
公
売
し
ま
す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
日
時　
　

平
成
28
年
２
月
11
日(

木)

●
開
場　
　

12
時
30
分
～　

▽
入
札　

13
時
～

●
会
場　
　

天
城
町　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

●
持
参
品　

印
鑑
、
代
金
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の(

免
許

　
　
　
　
　

証
等)

納税

納
期
内
の
納
税
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

平
成
28
年
度　

課
税
分
よ
り
延
滞
金
が
発
生
し
ま
す

わ
た
し
た
ち
が
納
め
た
税
金
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
社
会
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
に
使
わ
れ
た
り
、
社
会
保
障
政
策
（
社
会
福
祉
事
業
）

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
て
税
金
を
納
付
す
る
と
き
は
、
納
期
限
ま
で
に
納
付

さ
れ
た
方
と
の
公
平
性
を
図
る
た
め
地
方
税
法
に
基
づ
き
延
滞
金
が
加

算
さ
れ
ま
す
。
現
在
の
延
滞
金
の
割
合
は
年
９
・
１
％
（
納
期
限
の
翌

日
か
ら
１
ヶ
月
を
経
過
す
る
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
は
年
２
・
８
％
の

割
合
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
税
の
滞
納
は
、
納
税
者
に
と
っ
て
不
利
益
と
な
る
だ
け
で
な
く
督

促
状
・
催
告
書
の
発
送
や
滞
納
処
分
等
に
費
用
が
か
か
り
、
こ
の
費
用

も
納
税
者
の
税
金
か
ら
支
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
町
税
を
有

効
に
活
用
す
る
た
め
に
も
、
納
期
内
の
納
税
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
27
年
度
課
税
分
ま
で

本
税
＋
督
促
手
数
料(

１
０
０
円) 

＝
支
払
金
額

■
28
年
度
課
税
分
よ
り

本
税
＋
督
促
手
数
料(

１
０
０
円)

＋
延
滞
金
＝
支
払
金
額

※
病
気
や
失
業
な
ど
で
や
む
を
え
な
い
理
由
で
納
期
内
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、
分
割
に
よ
る
納
付
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
延
滞
金
の
割
合
は
、
平
成
28
年
１
月
１
日
以
降
変
更
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

 

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
納
め
忘
れ
が
無
く
安
心
確
実
に
納
付
期

限
内
に
納
付
が
で
き
ま
す
の
で
、　

日
頃
お
忙
し
く
時
間
の
取
れ
な
い

人
や
、
納
付
場
所
ま
で
行
く
の
に
困
難
な
人
に
は
と
て
も
便
利
な
シ
ス

テ
ム
で
す
。

（延滞金　参考例）

税　額
（円）

納期限後の経過日数
60 日 90 日 120 日 180 日 240 日 300 日 360 日

10,000 0 0 0 0 0 0 0
30,000 0 0 0 1,100 1,600 2,000 2,500
50,000 0 0 1,200 1,900 2,700 3,400 4,200

100,000 0 1,700 2,400 3,900 5,400 6,900 8,400
200,000 1,900 3,400 4,900 7,900 10,800 13,800 16,800

町
収
納
対
策
課

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

問

町
収
納
対
策
課

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

問
町
役
場
議
会
事
務
局　

担
当
：
西
元

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
３
３
１
）

問
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経
験
と
技
術
を
地
域
社
会
で
活
か
し
ま
せ
ん
か
？

会
員
募
集
中

徳之島町にお住いの方で

○おおむね 60歳以上で健康で働く意欲のある方

○定年等で勤めをやめられた方

○家庭婦人などで現在定職に就いていない方
※当センターは雇用ではない、臨時的または短期的な

仕事をするところです。

会員さんはこのような仕事をしています

庭木の剪定　　　除草作業　　　簡単な大工　　　屋内掃除　　　畑の収穫作業

〈お問い合わせ〉

公益財団法人

徳之島町シルバー人材センター

〒 891-7101

徳之島町亀津 7217

☎ 82―2772

ＦＡＸ：82―2773

障
害
を
お
持
ち
の
方
々
に
対

し
て
、
職
業
人
と
し
て
自
立
を

支
援
す
る
た
め
、
各
種
の
職
業

訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成

28
年
度
入
校
生
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。

◇
募
集
期
間
（
Ｄ
日
程
）

平
成
28
年
１
月
18
日
～２

月
12
日

◇
試
験
日
程

平
成
28
年
３
月
４
日

◇
訓
練
科
目

情
報
電
子
科
・
デ
ザ
イ
ン
製

版
科
・
建
築
設
計
科
・
義
肢

福
祉
用
具
科
・
Ｏ
Ａ
事
務
科
・

ア
パ
レ
ル
科
・
造
形
実
務
科

◇
応
募
資
格

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
保
持
者

◇
入
学
金
・
授
業
料　
　

無
料

◇
詳
細
は
当
校
ま
た
は
最
寄
り

の
公
共
職
業
安
定
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校

☎
０
９
９
６
―
４
４
―
２
２
０
６

障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
入
校
生
募
集

問

相談

若
年
層
を
対
象
と
し
た

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
個
別
相
談
会

左
記
の
日
程
で
、
臨
床
心
理
士
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
に
よ
る
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
人
間
関
係
、
仕
事
、
親
子
関
係
、
ス
ト
レ
ス
、
気
持

ち
の
落
ち
込
み
な
ど
、
悩
み
や
不
安
を
ひ
と
り
で
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ

ん
か
？

■
専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と
で
、
解
決
の
糸
口
が
み
つ
か
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
一
歩
ふ
み
だ
し
て
、
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
：
2
月
２
日
（
水
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分
（
予
定
）

　
　
　

2
月
４
日
（
木
）　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
予
定
）

■
相
談
対
応
者
：
鹿
児
島
心
理
オ
フ
ィ
ス　

冨
田　

惠
子　

氏

※
利
用
に
は
予
約
が
必
須
で
す
。（
申
込
締
切
：
1
月
22
日
（
金
）

申
し
込
み
が
多
数
の
場
合
は
、
受
付
で

き
な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

町
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
83
―
３
１
２
１

担
当
：
琉
・
白
山

問

相談

相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す

認
知
症
か
な
？
と
お
困
り
の
方
へ

徳
之
島
地
区
で
認
知
症
初
期
集
中
支
援
事

業
が
始
ま
り
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
、
認
知
症
専

門
医
や
専
門
職
種
に
よ
る
「
認
知
症
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、
医
療
や
介
護

に
つ
な
が
ら
ず
困
っ
て
い
る
方
、
認
知
症
の

症
状
に
お
困
り
の
方
な
ど
の
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
。

認
知
症
か
も
・
・
・
と

思
う
が
、
本
人
が
病
院

に
行
き
た
が
ら
な
い
。

認
知
症
の
症
状
が
強

く
、
介
護
や
対
応
に

困
っ
て
い
る

町
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
１
３
７
、１
３
８
）

問
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平
成
28
年
度
「
派
遣
登
記
官
（
派
遣
登
記
所
」
の
ご
案
内

法
務
局
で
は
、
土
地
や
建
物
の
相
続
、
売
買
、
贈
与
な
ど
の
登
記
申
請

や
、
登
記
事
項
証
明
書
な
ど
の
交
付
請
求
を
お
受
け
す
る
た
め
に
、「
派

遣
登
記
官
（
派
遣
登
記
所
）」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
登
記
に
関
す
る

ご
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
の
際
は
、
奄
美
支
局
ま

で
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
飛
行
機
の
時
間
、
天
候
等
に
よ
り
変
更
・
中
止
と
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

予
約
・
問
合
せ
先　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
奄
美
支
局

☎
０
９
９
７
―
５
２
―
０
３
７
６

「派遣登記官（派遣登記所）」の開設日等
○開設日及び開催場所

4 月 27 日（水）、28 日（木）伊仙町役場
5 月 25 日（水）、26 日（木）徳之島町役場
6 月 22 日（水）、23 日（木）天城町役場
7 日 27 日（水）、28 日（木）伊仙町役場
8 月 24 日（水）、25 日（木）徳之島町役場
9 月 28 日（水）、29 日（木）天城町役場

10 月 26 日（水）、27 日（木）伊仙町役場
11 月 16 日（水）、17 日（木）徳之島町役場
12 月 14 日（水）、15 日（木）天城町役場

1 月 25 日（水）、26 日（木）伊仙町役場
2 月 22 日（水）、23 日（木）徳之島町役場

3 月 8 日（水）、　9 日（木）天城町役場
○開催時間　　水曜日 13 時から 16 時、木曜日 9 時から 12 時
○取扱事務　　・不動産に関する登記申請書の受付
　　　　　　　・登記事項証明書、会社の印鑑証明書などの交
　　　　　　　付請求書の受付　　・登記に関する相談

奄
美
群
島
振
興
開
発
基

金
か
ら
の
お
知
ら
せ

奄
美
基
金
は
、
奄
美
群
島
の
産
業
振
興
を
図
る
た
め
、
融
資
業

務
・
保
証
業
務
に
よ
り
事
業
者
の
方
々
へ
の
事
業
資
金
の
円
滑
な

供
給
に
努
め
て
い
ま
す
。

★★奄美基金の主な融資制度のご案内★★
資金名 資金使途 貸付の限度額 貸付期間 貸付利率

農・林業振興資金
（サトウキビ、畜産、果樹園芸、野
菜、花き等）

（樹苗、椎茸、木材生産加工）

設備資金
個人 1,000 万円

法人 1,500 万円
 5 ～ 15 年 0.70 ～ 0.85％

水産業振興資金
（漁船取得・改造、装備購入、養殖
施設整備、共同利用施設等）

 設備資金
個人 2,000 万円

法人 4,000 万円
 5 ～ 10 年  0.85 ～ 1.05％

観光関連産業振興資金
（民宿、ホテル、遊漁船、ダイビン
グ、観光ガイド、土産品製造等）

設備資金

運転資金

 個人・法人

7,000 万円

設備 15 年

運転 7 年

設備 1.45 ～ 2.75%

運転 1.85 ～ 2.85%

 流通・加工業等振興資金
（一次産業従事者の運転資金）
（農林水産物等の流通加工業等）

設備資金

運転資金

 個人・法人

4,800 万円

設備 10 年

運転 7 年

設備 1.45 ～ 2.75%

運転 1.85 ～ 2.85%

 地域資源等振興資金
（大島紬、黒糖焼酎等の特産品並び
に地域の資源・技術等を活用した
商品の製造・販売業）

設備資金

運転資金

 個人・法人

7,000 万円

設備 15 年

運転 7 年

設備 1.45 ～ 2.75%

運転 1.85 ～ 2.85%

地域活性化・雇用促進資金
（情報通信産業、企業立地、雇用の
促進等地域活性化に資する事業）

設備資金

運転資金

 個人・法人

7,000 万円

設備 15 年

運転 7 年

設備 1.45 ～ 2.75%

運転 1.85 ～ 2.85%

※
貸
付
金
利
は
、
平
成
27
年
11

月
26
日
現
在
の
も
の
で
す
。

※
貸
付
期
間
及
び
貸
付
利
率
は

資
金
使
途
な
ど
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。
ま
た
融
資
に
あ
た
っ

て
は
所
定
の
審
査
が
必
要
と

な
り
ま
す
。（
詳
細
に
つ
い
て

は
奄
美
基
金
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
）

■
保
証
業
務
は
、
事
業
者
の
方
々

が
金
融
機
関
か
ら
借
入
を
行

う
際
に
、
奄
美
基
金
が
信
用

保
証
を
行
う
こ
と
で
円
滑
な

資
金
供
給
を
支
援
す
る
制
度

で
す
。（
詳
細
に
つ
い
て
は
奄

美
基
金
、
各
金
融
機
関
、
各

商
工
会
等
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
奄
美
群
島
振
興

開
発
基
金　

徳
之
島
事
務
所

〒
８
９
１
―
７
１
０
１

徳
之
島
町
亀
津
２
９
２
８
―
４

☎
82
―
０
３
０
９

Ｆ
Ａ
Ｘ 

：
82
―
２
３
６
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://w

w
w

.
am

am
i.go.jp

Ｅ
メ
ー
ル
：kikin@

am
am

i.
go.jp



– 14 –広報とくのしま 2016 年 1月号

■
亀
津
中
学
校　

10
月
10
日

[

清
掃
場
所]

亀
津
中
学
校
校
舎
及
び
体

育
館
ト
イ
レ

■
東
天
城
中
学
校　

11
月
14
日

[

清
掃
場
所]

東
天
城
中
学
校
校
舎
及
び

体
育
館
、
南
風
園
、
里
久
浜
公
衆
ト
イ
レ

「 金見水曜クラブ」 団体で日本一！
～介護予防分野で厚生労働大臣優秀賞～

金
見
水
曜
ク
ラ
ブ
が
「
第
４
回
健
康
寿
命
を
の
ば
そ

う
！
ア
ワ
ー
ド
」
介
護
予
防
部
門
で
厚
生
労
働
大
臣
優

秀
賞
を
受
賞
。
東
京
で
の
授
賞
式
を
終
え
た
代
表
者
が

11
月
25
日
、
ク
ラ
ブ
で
会
員
に
栄
誉
を
報
告
し
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎
週
水
曜
日
に
地
区
の
高
齢
者
が

自
由
に
集
い
、
体
操
や
ゲ
ー
ム
、
カ
ラ
オ
ケ
や
季
節
ご

と
の
行
事
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、
地

域
の
高
齢
者
の
介
護
予
防
と
と
も
に
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
の
生
活
が
継
続
で
き
る
理
想
的
な
地
域
を
実
現
し

て
い
る
と
し
て
大
き
な
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

代
表
で
世
話
役
の
元
田
豊
さ
ん
は
、
大
企
業

や
大
き
な
自
治
体
が
受
賞
の
中
で
、
小
さ
な
金

見
集
落
の
ク
ラ
ブ
が
団
体
部
門
の
優
秀
賞
に
該

当
し
た
こ
と
に
驚
き
な
が
ら
「
ク
ラ
ブ
を
支
える

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
努
力
や

地
域
の
絆
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

光
栄
な
賞
を
受
賞
で
き
た
」

と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

会
員
た
ち
は
全
国
表
彰
の

報
告
を
受
け
、「
み
ん
な
で
こ

ん
な
に
す
ご
い
賞
が
と
れ
た
」

「
ク
ラ
ブ
が
あ
る
水
曜
日
が
楽

し
み
」
と
誇
ら
し
そ
う
に
喜

び
を
口
に
し
て
い
ま
し
た
。

ト
イ
レ
掃
除
に
学
ぶ
心

～
亀
津
中
学
校
と
東
天
城
中
学
校
で
ト
イ
レ
掃
除
実
習
～

亀
津
中
学
校
と
東
天
城
中
学
校
で
「
掃
除
に
学
ぶ
会
」
の
掃
除
実
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ト
イ
レ
掃
除
を
通
し
て
、
人
の
嫌
が
る
こ
と
を
進
ん
で
す
る
こ
と
な
ど
の
心
を
育
て
た
り
、

ま
た
、
望
ま
し
い
勤
労
観
・
職
業
感
の
形
成
を
行
っ
た
り
進
路
学
習
に
役
立
て
る
な
ど
の

目
的
で
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
実
施
。
ト
イ
レ
掃
除
に
学
ぶ
会
の
会
員
が
、
各
学
校
生

徒
へ
講
話
や
実
技
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

ト
イ
レ
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
汚
れ
た
イ
メ
ー
ジ
の
場
所
。
素
手
で
の
清
掃
に
初
め

は
抵
抗
を
持
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
が
、
き
れ
い
に
な
っ
て
い
く
ト
イ
レ
や
率
先
し
て
掃

除
を
行
う
学
ぶ
会
の
会
員
の
姿
に
子
ど
も
た
ち
の
様
子
も
変
化
が
見
ら
れ
、
全
員
が
進
ん

で
清
掃
作
業
に
励
み
ま
し
た
。
み
ん
な
で
協
力
し
て
行
う
ト
イ
レ
清
掃
が
終
わ
る
と
、
そ

の
達
成
感
に
す
が
す
が
し
い
笑
顔
が
広
が
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
清
掃
し
て
く

れ
る
人
に
感
謝
し
、
き
れ
い
に
使
っ
て
い
き
た
い
」
や
「
ト
イ
レ
掃
除
を
す
る
こ
と
で
心

も
き
れ
い
に
な
っ
た
様
な
気
が
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

3 年生 95 名、教員 9 名、校内のトイ

レで清掃指導を受けました

全校生徒 47 名、教員 11 名、保護者

12 名がトイレを磨きあげました
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まちの話題●● ●

ユ
ネ
ス
コ
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
回
収
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
11
月
22
日
、
徳
之
島
町
文
化
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
町
内
外
か
ら

大
勢
の
住
民
や
家
族
連
れ
が
訪
れ
、
書
き

損
じ
ハ
ガ
キ
や
切
手
、
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ

な
ど
を
持
参
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
み

ま
し
た
。

第
一
部
は
、「
Ｍ
Ｅ　

 

Ｋ
Ｅ　

Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｈ

Ａ
」
に
よ
る
艶
や
か
な
フ
ラ
ダ
ン
ス
で
開

幕
。
亀
津
浜
踊
り
保
存
会
の
「
は
ま
さ
き
」

の
演
者
が
一
体
と
な
っ
た
浜
踊
り
に
、
観

客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
徳
之
島
３
町
の
有
志

で
作
る
「
ユ
ネ
ス
コ
世
界
寺
子
屋
運
動
徳

之
島
実
行
委
員
会
」
の
主
催
で
開
き
15
回

目
。
ハ
ガ
キ
３
，
３
５
２
枚
、
切
手
22
枚
、

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
31
台
、
ソ
プ
ラ
ノ
リ

コ
ー
ダ
ー
３
本
が
集
ま
り
ま
し
た
。

チャリティーコンサート
書き損じはがき 3,352 枚を回収

町
文
化
会
館
で
11
月
23
日
、「
第
36
回

徳
之
島
町
文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

芸
能
発
表
や
作
品
展
示
の
観
賞
に
大
勢
の

人
が
訪
れ
、
芸
術
の
秋
を
親
し
み
ま
し
た
。

会
場
内
ロ
ビ
ー
で
の
作
品
展
示
で
は
、

16
団
体
が
手
芸
や
生
け
花
、
書
道
や
絵
画

な
ど
の
力
作
を
展
示
し
ま
し
た
。
各
展
示

の
前
で
は
、
記
念
写
真
を
撮
り
、
作
品
の

優
れ
た
個
所
を
賞
賛
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

舞
台
発
表
の
活
き
活
き
と
し
た
姿
や
見

事
な
作
品
展
示
に
、
来
場
者
は
日
常
を
忘

れ
た
よ
う
に
見
入
っ
て
い
る
様
子
で
し

た
。
約
三
時
間
の
芸
能
発
表
終
了
後
、
出

演
者
や
観
客
は
笑
顔
で
会
場
を
後
に
し
ま

し
た
。 町文化祭

芸術の秋深まる

「
第
32
回
徳
之
島
町
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」
が
11
月
20
日
、
町
体
育
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
福
祉
施
設
利
用
者
や

関
係
団
体
な
ど
か
ら
約
４
０
０
名
が
参
加

し
、
競
技
に
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し

た
。今

大
会
は
16
種
目
の
競
技
を
、
地
区
別

で
分
け
た
３
チ
ー
ム
で
競
い
ま
し
た
。
各

チ
ー
ム
か
ら
選
抜
さ
れ
た
選
手
は
、
見
守

る
関
係
者
か
ら
の
暖
か
な
応
援
を
受
け
、

競
技
に
で
き
る
限
り
の
力
を
発
揮
し
ま
し

た
。輪

投
げ
競
技
で
は
、
な
か
な
か
ポ
ー
ル

に
輪
が
入
ら
な
い
仲
間
を
励
ま
し
た
り
、

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ン
カ
ー
の
か
わ
い
ら
し
い
３
人
の
子
ど

も
た
ち
の
順
番
に
な
る
と
、
会
場
は
大
盛

り
上
が
り
。
大
き
な
声
援
を
贈
り
、
ゴ
ー

ル
を
拍
手
喝
采
で
祝
福
し
ま
し
た
。

福祉スポーツ大会
大勢で競い深まる親睦

亀
津
新
漁
港
で
11
月
29
日
、「
第
3
回

食
と
農
林
漁
業
の
祭
典
」
と
「
第
22
回
健

康
ま
つ
り
」
が
合
同
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来
場
客
は
、
各
種
測
定
や
催
し
で
健
康
づ

く
り
に
つ
い
て
考
え
な
が
ら
、
農
産
物
な

ど
の
販
売
や
展
示
な
ど
で
農
林
漁
業
に
親

し
み
ま
し
た
。

各
ブ
ー
ス
で
は
、
マ
グ
ロ
の
解
体

シ
ョ
ー
や
手
作
り
お
や
つ
作
り
、
つ
き
た

て
の
餅
や
出
来
立
て
黒
砂
糖
な
ど
を
目
当

て
に
行
列
が
で
き
ま
し
た
。「
さ
と
う
き

び
重
量
当
て
」
や
「
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

作
り
」
な
ど
体
験
型
の
催
し
へ
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
工
作
や
ク
イ
ズ
な

ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
二
つ
の
祭
り
の
同
時
開
催
で
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
を
一
日
中
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
心
も

体
も
元
気
に
な
る
祭
り
に
な
り
ま
し
た
。

食と農林漁業の祭典・健康まつり
てぃまい！きまい！うまい！
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〔
協
議
会
の
役
割
〕

前
回
の
会
議
で「
こ
の
協
議
会（
徳

之
島
町
世
界
自
然
遺
産
登
録
推
進
協

議
会
）
の
位
置
づ
け
が
分
か
り
に
く

い
」
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

先
ず
協
議
会
の
役
割
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。

町
で
は
、「
奄
美
・
琉
球
」
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
地
域
住
民

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
、
遺
産
価
値
の
活
用
と
保
存
を
図
る
た
め
の

組
織
と
し
て
「
徳
之
島
町
世
界
自
然
遺
産
登
録
推
進
協
議
会
」
を
７
月
29
日
に

設
置
し
、
同
日
、
平
成
27
年
度
第
１
回
会
合
を
開
き
ま
し
た
。

そ
の
協
議
結
果
を
受
け
て
、

12
月
７
日
に
第
２
回
会
合
を
開

催
し
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
に

向
け
た
現
在
の
状
況
、
現
状
と

課
題
、
自
然
保
護
に
関
す
る
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
認
識
を

共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と

対
策
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
の
歩
み  

第
19
回

第
２
回
会
合
を
開
催

徳
之
島
町
世
界
自
然
遺
産
登
録
推
進
協
議
会
に
つ
い
て

活発な意見交換が
行われた協議会

〈 組 織 図 〉

左
記
の
図
の
よ
う
に
、
国
や
県
、
市

町
村
ご
と
に
役
割
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
分
野
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
を
民

間
と
行
政
が
把
握
し
、
住
民
へ
の
周
知

啓
発
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
そ
の
上
で
、
地
域
が
抱
え
る
課

題
の
解
決
に
住
民
目
線
で
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。



– 17 – 広報とくのしま 2016 年 1月号

第
２
回
会
合
に
は
、
会
長
と
委
員

16
名
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
２
名
と
事
務

局
関
係
者
を
含
む
26
名
が
出
席
。
議

事
に
先
立
ち
同
協
議
会
長
の
高
岡
秀

規
町
長
は
「
町
内
の
集
落
を
回
っ
て

も
ゴ
ミ
の
問
題
を
多
く
聞
く
。
世
界

自
然
遺
産
登
録
へ
の
期
待
は
大
き

く
、
今
後
も
ゴ
ミ
等
の
問
題
を
ど
の

よ
う
に
解
決
す
る
か
が
課
題
で
あ

り
、
町
と
し
て
も
不
法
投
棄
等
の
対

策
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
事
務
局
が
、
９
月
７

日
に
徳
之
島
で
初
開
催
さ
れ
た
「
奄

美
・
琉
球
世
界
自
然
遺
産
候
補
地
科

学
委
員
会
」
に
お
い
て
、
地
権
者
ら

と
調
整
中
で
国
立
公
園
の
新
設
が
来

年
以
降
に
ず
れ
込
む
こ
と
か
ら
、
世

界
自
然
遺
産
へ
の
登
録
目
標
年
が

「
平
成
30
年
以
降
」
と
な
っ
た
こ
と
な

ど
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
た

現
在
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
。
各
課

町
で
は
、
徳
之
島
地
区
自
然
保
護

協
議
会
を
中
心
と
し
た
希
少
動
植
物

保
護
や
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
監
視
活

動
、
関
係
課
と
連
携
し
た
外
来
種
の

駆
除
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
前
記
協

議
会
で
は
、
ア
メ
リ
カ
ハ
マ
グ
ル
マ

や
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
な
ど
の
生
息
地
を

記
し
た
「
外
来
種
マ
ッ
プ
」
を
配
布

し
、
駆
除
に
向
け
た
生
息
状
況
の
把

握
と
情
報
提
供
を
依
頼
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
第
２
回
会
合
（
平
成
27
年
12
月
７
日
開
催
）
に
つ
い
て

希
少
種
保
護
と
外
来
種
駆
除

担
当
者
が
、
環
境
保
全
や
啓
発
活
動

な
ど
に
対
す
る
取
り
組
み
状
況
と
課

題
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、「
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨

て
や
不
法
投
棄
に
対
し
て
、
厳
し
い

罰
則
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
周

知
を
徹
底
し
て
ほ
し
い
」「
住
民
サ

イ
ド
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
ら
良

い
か
、町
で
（
外
来
種
駆
除
な
ど
の
）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
り
、
民
間
が
参

加
す
る
よ
う
な
方
法
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
」
な
ど
の
提
案
や
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。

町
で
は
、
今
後
も
各
課
が
連
携
し

て
住
民
へ
の
啓
発
活
動
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
各
種
事
業
を
活
用
し
た

希
少
種
の
保
護
・
保
全
、
外
来
種
等

の
駆
除
、
景
観
保
全
な
ど
の
活
動
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
内
容
に
関
し
て

は
、
具
体
的
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
が
決

ま
り
次
第
、
各
種
媒
体
を
通
じ
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
や
ト
ゲ
ネ
ズ

ミ
、
ケ
ナ
ガ
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
希
少
動
物

を
捕
食
す
る
ノ
ネ
コ
に
関
し
て
は
、
環

境
省
を
主
体
に
島
内
３
町
の
環
境
対
策

課
（
徳
之
島
町
は
住
民
生
活
課
）
が
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
外
来
植

物
に
つ
い
て
は
、
自
生
地
を
把
握
し
た

上
で
、
住
民
の
皆
様
の
理
解
と
協
力
を

頂
い
て
関
係
機
関
が
協
力
し
て
除
去
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
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2016 年　年頭あいさつ
創刊 500 号特集
紹介します　役場の仕事
町からのお知らせ
Information
まちのきばいむん
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特集世界自然遺産登録への歩み
健康トピックス
わきゃ学校自慢（井之川中
学校）／題字紹介／目次
戸 籍 の 窓 ／ き ま い た り っ
ちゅ／歯の標語表彰
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07
13
14
15
16
18
19

20

index

表紙写真

亀徳小学校校庭で 12 月 12 日、毎
年恒例のもちつき大会が開催されま
した。同校小学生 146 名と幼稚園児
40 名は、学校応援団の手伝いを受け
ながら元気よくきねをふるいました。
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歯の標語表彰
毎年 6 月の歯と口の健康週間において町内

の小中学生より歯の健康標語を募集してお
り、今年度は７８作品の中から最優秀賞と審
査員特別賞が選ばれ 11 月２９日の健康まつ
りにおいて表彰されました。

～審査員特別賞～
『つかまえて　

むりやりみがく　
おかあさん』

亀徳小学校４年生
鈴木舵斗さん

～最優秀賞～
尾母中学校３年生 
栁澤真友奈さん


